


































「ランボオ伝」は，La vie avantureuse de arthur Rinbaud, jean marie carré
1926，『ランボオの冒険的生活』（ジャン・マリ・カレ）という典拠に従
って，祖述的に書き直されていた。それと同様に「ボオドレエル伝」にも，








第１部 １，過去の人 ２，天国の季節 ３，初めて苦界を知る ４，年
小林秀雄の匿名連載（２）――「ボオドレエルの評伝」―― 115
長者への侮辱と制裁
第２部 １，放蕩児 ２，明日は真面目な仕事を ３，黒いヴィナス ４，
無秩序 ５，やりくり算段 ６，二重人格者 ７，赤いネクタイの時代
８，怒りと怨み
第３部 １，不安定，最初の逃走 ２，全てと自分自身の虜 ３，一人の
兄弟の発見 ４，憂愁，放蕩，純真な恋 ５，文学の記念日
第４部 １，栄光と幻滅 ２，天使と悪魔の論争 ３，自殺未遂，アカデ






































ques Crépet : Charles Baudelaire（paris，１９０７）に勝るものはない。本書
はそれ以前の凡てのボオドレエル伝を比較総合して最も要領を得た名著で
ある。（中略），詳しい伝には，Ernest Raynaud: Ch. Baudelaire（Paris
Garnier，１９２２）もあり，又近くは小説的伝記 François Porché: La vie doul-





















































































































































































































































相違がある。そのことをポルシェは，il n’y a rien dans ses ouvrages d’aussi






























































































































































































































































































































































































































西田は同年７月に「感情」という文章を書き，そこに「Rimbaud が A noir,E blanc, I
rouge, U vert, O bleu と云い Baudelaire が Les parfums, les couleurs et les sons se
répondent と歌う時，その融合は感情の基礎に於てでなければならぬ。」とある。
７）『ボオドレエル研究』斉藤磯雄 三笠書房１９５０





９）『小林秀雄ー近代日本の発見』 佐藤正英 講談社 ２００８年３月
１０）『小林秀雄』 江藤淳 角川文庫 １９６９年４月
